
王寺町デジタル人材育成事業 【王寺町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４，０５０ 千円

交付金額 ３，０３７ 千円

事業番号 １

当町は、奈良県の北西部に位置し、大阪市内への利便性が高く、県
外就業率が県内2位となっている。このエリアの拠点となる王寺駅は

、県内屈指のターミナル駅である。駅前には多くの事業者が集積し、
その主な事業者は第３次産業で、全体の約９０％を占めている。この
第３次産業事業者には中小企業、小規模事業者が多く、ＩＴ化の遅れ
が見られるが、ＩＴ技術を有する人材が不足している状況である。

王寺駅前には中小事業者が多く、その規模ゆえＩＴ技術を持つ人材が
不足している。この問題を解消するため、事業者と連携し、デジタル
人材の発掘・育成・活躍の場を創出する。また、商工会等と連携して
中小事業者への就職や派遣等を行い、地域内で仕事を循環できる
環境づくりを目的とする。

デジタル田園都市構想事業で、王寺駅前の地方銀行跡地にテレワー
クオフィス（テレワークオフィス、ＩＴプログラミング教室、ビジネスマッチ
ング）を開設。利便性が高く、周辺には学童、一時託児、小規模保育
園等もあり、子育て世代の母親が働きやすい環境にある。ここを拠点
に、デジタル人材の発掘と育成を進め、駅前に集積する中小事業者（
ＩＴ化の遅れている事業者）と連携しながら事業の活性化、地域経済
の発展を目指すともに女性の就業・起業の機会と活躍の場を増やし
ていく。

初級コース１５名募集のところ４５名、中級コース１５名募集のところ
２１名の応募があり、ニーズが高いことが証明された。
（目標：１５名募集／20回講座の初級及び中級コースを開講する）

奈良労働局、王寺町商工会と連携し、就業や起業の支援を行う。

応募人数が募集人数を大幅に上回ったため、令和７年度は初級を２
コースに増やし、中級コースと合わせて３コース開催する。就職希望
者にはビジネスマッチングを実施したが、受講内容が応募条件と合
わなかった。今後の課題として、実際の就業、起業につながるよう、
受講内容や企業の募集内容を検討する必要がある。



事業の概要

ビジネスの現場で役立つITスキルを身につける講座 PCやインターネットに関する一般知識か
ら情報モラル、セキュリティ、コミュニケーションツールの活用方法を学んだのち、各受講生
の興味や関心、既存のスキルを活かした個別対応カリキュラムにより収入を得るためのサービ
ス設計を行い、スキルアップを図る。オンラインによるアーカイブ配信を導入。地域の事業者
連携を活用し、デジタル人材の発掘・育成、そして活躍の場を創出することを最終的な目標と
する。
令和６年１０月５日～令和７年３月１日の間に２０回開催
初級コース・ 中級コース 各コース定員１５名

 選考基準： 再就職を希望されている２５才から４４才を重視

カリキュラム（初級）
第１回 オリエンテーションとＩＴ基礎知識
第２回～第３回 Ｗｏｒｄ
第４回 Ｅｘｅｌ
第５回～第８回 関数
第９回 Ｅｘｅｌでの資料作成・印刷
第１０回 グラフ作成
第１１回 データ集計
第１２回 前半まとめ：本格的なデータシートを作ろう！
第１３回 情報セキュリティーとメール
第１４回～第１６回 Ｅｘｅｌ ＶＢＡ
第１７回 Ｇｏｏｇｌｅ検索とＡＩを使ってみよう！
第１８回～第１９回 ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ
第２０回 企業との就業・起業にむけたビジネスマッチング


	スライド番号 1
	スライド番号 2

